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 とくに、日本の IC 開発における共同研究開発は、世界的な共同研究開発政策にたいす
る実践的な影響という点でも、技術革新論にたいする学術的な影響という点でも大きなイ






第 1 章 IC の取引：社内消費と外販 
第 2 章 IC の開発：大手需要家との共同開発を中心に 
第 3 章 IC の量産：製品開発・自動化・品質管理の関連 
第 4 章 企業間競争：用途別市場から標準品市場への移行 
終章 結論と現在への示唆 
 
 まず序章では、本書の問題意識と分析視角が明らかにされる。本書は 1960～70 年代の
IC 産業の勃興期を対象とし、その分析視角として IC の開発を重視すること、したがって
IC 企業と大手需要家との関係を重視することが述べられる。開発を重視するのはそれこそ
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が産業発展の原動力であるからであるが、それには需要家との関係が重要だからである。 
 第 1 章では、開発分析の前提として IC の取引がとりあげられる。日本では IC の社内消
費が多かったが、外販も急速に伸長した。外販では共同開発をともなう特定需要家向けが
多く、その分析が重要であることが示される。 
























採算性も良くなったことで IC 部門の社内他部門への依存性は低下したのであった。 
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